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12
月
３
日
か
ら
12
月
18
日

に
開
催
し
た
平
成
25
年
第
４

回
定
例
会
で
は
、
会
議
の
冒

頭
に
今
泉
新
市
長
の
所
信
表

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
平
成
25
年
度
石
岡
市
一
般

会
計
補
正
予
算
」
な
ど
追
加

議
案
も
含
め
、
合
計
67
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
新
市
長
が
所
信
を
表
明
●

　

就
任
後
初
の
議
会
と
な
っ

た
今
泉
市
長
か
ら
「
市
民
の

皆
様
へ
の
お
約
束
と
し
て
、

か
つ
て
こ
の
地
域
に
あ
っ
た

賑
わ
い
と
豊
か
さ
、
そ
し
て

市
民
の
誇
り
を
と
り
も
ど
す

べ
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
旗
印

と
し
て
『
ふ
る
さ
と
再
生
』

の
６
文
字
を
掲
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

市
職
員
と
し
て
培
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
知
識
と
経
験
を
生

か
し
、
市
政
発
展
と
福
祉
向

上
の
た
め
に
、
誠
心
誠
意
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
の

就
任
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

５
つ
の
政
策
方
針
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

５
つ
の
政
策
方
針
（
概
要
）

　

①
各
地
域
で
の
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
な
ど

「
市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
」

を
丁
寧
に
聴
い
て
い
く
。

 

②
預
か
り
保
育
や
放
課
後

子
ど
も
教
室
拡
充
な
ど
「
子

育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
制
度
設
計
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
着
実
に
進
め
て
い
く
。 

　　

③
高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た

り
現
役
を
貫
き
、
何
ら
か
の

形
で
社
会
に
参
画
し
続
け
る

「
生
涯
現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
総
合
的
に
制
度
化
し
、
進

め
て
い
く
。

　　

④
ま
ち
な
か
歴
史
ゾ
ー
ン

構
想
の
推
進
や
、
里
山
観
光

構
想
の
構
築
な
ど
「
観
光
の

振
興
」
に
加
速
を
つ
け
る
。

　　

⑤
無
駄
の
な
い
行
政
運
営

と
財
政
健
全
化
を
推
進
す
る

た
め
「
行
財
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
す
る
。

●
平
成
25
年
度
の

　

一
般
会
計
補
正
予
算
●

　

補
正
予
算
額
は
、
１
億
６

１
７
９
万
９
０
０
０
円
を
追

加
し
て
、
補
正
後
の
歳
入
歳

出
総
額
が
２
９
３
億
９
９
９

５
万
円
と
な
り
ま
す
。（
年

度
当
初
の
予
算
額
は
、
２
８

６
億
５
０
０
０
万
円
）。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、

市
長
の
給
料
月
額
を
平
成
26

年
３
月
ま
で
20
％
減
額
し
１

１
１
万
円
の
減
。
本
庁
舎
の

被
災
度
が
中
破
と
な
っ
た
た

め
、
来
庁
者
や
職
員
の
安
全

確
保
に
本
庁
舎
の
利
用
を
平

屋
建
て
部
分
に
限
定
し
、
機

能
の
一
部
を
八
郷
総
合
支
所

や
既
存
の
仮
設
庁
舎
等
に
移

転
す
る
経
費
１
４
８
２
万
３

０
０
０
円
の
増
。
新
仮
設
庁

舎
の
整
備
費
用
と
し
て
５
４

９
万
２
０
０
０
円
の
増
な
ど

で
す
。

●
平
成
24
年
度
の

　

各
会
計
決
算
を
認
定
●

　

平
成
24
年
度
の
各
会
計
決

算
認
定
議
案
は
、
第
３
回
定

例
会
で
決
算
特
別
委
員
会
に

審
査
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
９

月
24
日
か
ら
26
日
の
３
日
間

に
開
催
し
た
決
算
特
別
委
員

会
で
の
審
査
を
経
て
、
第
４

回
定
例
会
の
初
日
に
、
全
て

の
議
案
が
賛
成
多
数
又
は
全

会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
下
表
参
照
）

第４回 定例会　※第４回定例会（12月3日〜12月18日）で審議した議案の結果は、次のとおりです。

議 案 番 号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　　果

議案第81号 平成２４年度石岡市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第82号 平成２４年度石岡市授産所特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第83号 平成２４年度石岡市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第84号 平成２４年度石岡市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第85号 平成２４年度石岡市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第86号 平成２４年度石岡市駐車場特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第87号 平成２４年度石岡市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第88号 平成２４年度石岡市霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第89号 平成２４年度石岡市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第90号 平成２４年度石岡市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第91号 平成２４年度石岡市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第92号 平成２４年度石岡市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算認定について 原案可決
及び認定

議案の審議結果

就
任
後
の
初
議
会
で

今
泉
新
市
長
が
所
信
表
明

第４回定例会

所信表明する今泉市長
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第４回 定例会　※第４回定例会（12月3日〜12月18日）で審議した議案の結果は、次のとおりです。
議 案 番 号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　　果
議案第103号 平成２５年度石岡市一般会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第104号 平成２５年度石岡市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第105号 平成２５年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第106号 平成２５年度石岡市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第107号 平成２５年度石岡市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第108号 石岡市民会館条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第109号 石岡市旭台会館条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第110号 石岡市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第111号 石岡市営駐車場条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第112号 石岡市職員再任用条例を制定することについて 原案可決
議案第113号 石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の臨時特例に関する条例を制定することについて 原案可決
議案第114号 石岡市立学校施設使用条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第115号 石岡市公民館条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第116号 石岡市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第117号 石岡市龍神の森キャンプ場条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第118号 石岡市海洋センター条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第119号 石岡市八郷総合運動公園条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第120号 石岡市運動広場等条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第121号 石岡市朝日スポーツ交流施設条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第122号 石岡市農村高齢者センター条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第123号 石岡市ふれあいの里石岡ひまわりの館条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第124号 石岡市介護保険条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第125号 石岡市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第126号 石岡市営墓地条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第127号 石岡市簡易水道事業給水条例等の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第128号 石岡市簡易水道事業分担金徴収条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第129号 石岡市地区ふれあいセンター条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第130号 石岡市ふれあい農園条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第131号 石岡市農業集落排水事業分担金に関する条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第132号 石岡市多目的研修センター条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第133号 石岡市農業者トレーニングセンター条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第134号 石岡市常陸風土記の丘条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第135号 石岡市自然休養村センター条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第136号 石岡市国民宿舎つくばね条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第137号 茨城県フラワーパーク条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第138号 石岡市ふれあいの森条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第139号 石岡市ふれあい交流施設やさと温泉ゆりの郷条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第140号 石岡市体験型観光施設朝日里山学校条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第141号 石岡市つくばねオートキャンプ場条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第142号 石岡市都市公園条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第143号 石岡市下水道条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第144号 石岡市石岡地区都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第145号 石岡市八郷地区都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第146号 石岡市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第147号 石岡市営住宅管理条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第148号 石岡市水道事業給水条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第149号 石岡市火災予防条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決
議案第150号 指定管理者の指定について（石岡市南台コミュニティセンター） 原案可決
議案第151号 指定管理者の指定について（石岡市杉並コミュニティセンター） 原案可決
議案第152号 指定管理者の指定について（石岡市鹿の子コミュニティセンター） 原案可決
議案第153号 指定管理者の指定について（石岡市勤労青少年ホーム） 原案可決
議案第154号 指定管理者の指定について（石岡市農村高齢者センター） 原案可決
議案第155号 指定管理者の指定について（石岡市デイサービスセンター） 原案可決
議案第156号 指定管理者の指定について（石岡市特別養護老人ホームのぞみ） 原案可決
議案第157号 指定管理者の指定について（関川地区ふれあいセンター） 原案可決
議案第158号 指定管理者の指定について（三村地区ふれあいセンター） 原案可決
議案第159号 指定管理者の指定について（石岡市農産物直売センター石岡そだち） 原案可決
議案第160号 指定管理者の指定について（石岡市ふれあい交流施設やさと温泉ゆりの郷） 原案可決
議案第161号 指定管理者の指定について（柏原野球公園、柏原サッカー公園及び柏原球技公園） 原案可決
議案第162号 市道の認定について 原案可決
議案第163号 市道の認定について 原案可決
議案第164号 市道の変更について 原案可決
議案第165号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて（谷島 洋司氏） 同 　 意
議案第166号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて（櫻井 信氏） 同 　 意
議案第167号 監査委員の選任につき同意を求めることについて（出澤 純夫氏） 同 　 意
議案第168号 石岡市及び事務組合公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて（横田 由美子氏） 同 　 意
諮問第　　3号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（大和田 清美氏） 適　　任

議案の審議結果

議案の内容は、石岡市議会ホームページで詳しく確認できます。
石岡市議会で検索するか、次のＵＲＬを直接入力してください。 http://www8.ocn.ne.jp/~ishioka/ 石岡市議会



い
っ
ぱ
ん
し
つ
も
ん

�

問　

東
日
本
大
震
災
以
降
、

特
に
顕
著
に
な
っ
た
の
は
、

個
人
の
価
値
観
の
変
化
で
す
。

カ
ネ
、
モ
ノ
の
時
代
か
ら
、

心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
価
値

観
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
環
境
の
変
化
や
市
民
の

価
値
観
の
変
化
を
ど
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
心
の
豊
か

さ
が
満
た
さ
れ
る
空
間
と
な

る
よ
う
な
市
街
地
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
中
心
市
街
地
活

性
化
構
想
の
見
直
し
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
再

生
の
た
め
の「
子
育
て
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
生
涯
現

役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」等
の
施

策
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ

う
に
つ
な
げ
て
い
く
お
考
え

か
伺
い
ま
す
。

答　

石
岡
市
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
予
想
を
上
回
る
人
口

減
少
な
ど
マ
イ
ナ
ス
要
因
が

強
ま
る
中
で
、
朝
日
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
や
Ｔ
Ｘ
効
果
な
ど
、

明
る
い
材
料
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
市
民
の
価
値
観
の
変

化
は
、
心
の
豊
か
さ
を
求
め

る
よ
う
に
な
っ
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
活

性
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
商
店

街
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
な
か
を
歩
く
方
が
憩
う

環
境
づ
く
り
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
私
が
公

約
で
掲
げ
た
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
可
能
な
も
の
は
、
来
年

度
当
初
予
算
に
組
み
込
ん
で

提
案
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
立

案
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
る
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

平
成
24
年
に
当
市
の
最

上
位
計
画
と
し
て「
石
岡
か

が
や
き
ビ
ジ
ョ
ン
」が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

将
来
構
想
と
行
動
計
画
の
２

層
で
構
成
さ
れ
、
目
標
と
手

段
の
関
係
が
明
確
で
分
か
り

や
す
い
こ
と
が
、
議
会
に
も

機
会
あ
る
ご
と
に
示
さ
れ
て

き
ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
、
市
長
が
選
挙
公

約
の
原
点
と
し
た「
ふ
る
さ

と
再
生
」の
構
想
を
練
る
に

あ
た
り
、
石
岡
か
が
や
き
ビ

ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

た
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

市
長
任
期
に
連
動
し
た
新
た

な
行
動
計
画
の
作
成
に
際
し

て
、
市
長
は
選
挙
公
約
と
し

て「
市
民
の
声
を
生
か
し
ま

す
」「
地
域
活
性
化
と
観
光

加
速
」「
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
」「
地
域
経
済
活

性
化
」の
４
項
目
の
政
策
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
実
現
に
向
け
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答　

目
指
す
べ
き
将
来
構
想

で
あ
る
石
岡
か
が
や
き
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
地
域
経
済
情
勢
の

大
き
な
変
化
が
生
じ
た
際
に

変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
踏
襲
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に

向
け
て「
ふ
る
さ
と
再
生
」の

６
文
字
を
掲
げ
、
効
果
的
で

無
駄
の
な
い
行
動
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
効
果
的
な
事
業

展
開
を
図
る
た
め
、
重
点
的

に
実
施
す
る
事
項
を
明
ら
か

に
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

公
約
に
掲
げ
た
内
容
は
、

平
成
26
年
度
予
算
の
中
で
、

可
能
な
こ
と
は
予
算
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
再
生
の
た
め
、

市
長
が
掲
げ
る
「
子
育
て
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
に

位
置
付
け
て
優
先
的
に
実
行

し
て
欲
し
い
こ
と
に
、
中
学

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。
平
成
25

年
10
月
１
日
現
在
、
県
内
44

市
町
村
の
う
ち
、
26
市
町
村

が
中
学
校
卒
業
ま
で
の
入
院

費
と
通
院
費
の

医
療
費
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

当
市
で
既
に
実

施
し
て
い
る
入

院
費
に
加
え
、

通
院
費
も
含
め

所
得
制
限
を
設

け
ず
に
来
年
度

か
ら
実
施
す
る

こ
と
を
ど
う
お

考
え
か
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
民

間
の
学
童
保
育

に
も
公
立
と
同

じ
よ
う
に
、
市

で
補
助
を
し
て

い
た
だ
き
、
全
て
公
平
に
子

育
て
応
援
を
進
め
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
お
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答　

当
市
独
自
の
医
療
福
祉

費
支
給
制
度
の
対
象
拡
大
は
、

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ま
た
、
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
こ
れ
ま
で
段

階
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

は
、
小
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
を
対
象
に
、
入
院
費
に
加

え
通
院
費
を
含
め
た
医
療
費

助
成
の
拡
大
を
実
施
し
ま
す
。

今
後
の
対
象
拡
大
は
、
県
内

の
動
向
も
踏
ま
え
、
学
童
保

育
事
業
と
合
わ
せ
て
「
子
育

て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

中
に
位
置
付
け
、
制
度
設
計

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
実
現

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
平
成
26
年
度
予
算
編
成
の

基
本
構
想
●
予
算
措
置
が
予

定
（
想
定
）
さ
れ
る
協
定
等

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
生
活
困
窮
者
対
策
●
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
撤
退
●
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用 

な
ど

新 市長 の 公 約
　　　子育て応援プロジェクトへの提言

ふ
る
さ
と
再
生

心
の
豊
か
さ
を
満
た
す
空
間
作
り
を

石
岡
か
が
や
き
ビ
ジ
ョ
ン

公
約
実
現
に
向
け
た
取
組

小
こ

 松
まつ

 豊
とよ

 正
まさ

山
やま

 本
もと

 　 進
すすむ

関
せき

 　 　 昭
あきら



い
っ
ぱ
ん
し
つ
も
ん
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問　

市
長
は
、
市
政
懇
談
会

で「
無
駄
を
無
く
し
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
」と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
無
駄
と
は

何
を
指
す
の
か
。
市
長
が
掲

げ
る
政
策
を
実
現
す
る
に
は

財
源
の
確
保
が
必
要
で
す
が
、

仕
事
量
が
増
え
、
こ
れ
だ
け

職
員
数
が
減
っ
て
い
る
中
、

安
易
に
職
員
給
料
の
削
減
を

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
行
財
政
改
革
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

財
源
の
確
保
に
は
、
事
務

事
業
を
見
直
し
、
思
い
切
っ

て
事
業
を
廃
止
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
ま
た
、
行
財
政

改
革
大
綱
を
つ
く
る
の
で
あ

れ
ば
、
財
政
に
関
し
て
集
中

改
革
プ
ラ
ン
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

際
に
、
成
熟
し
つ
つ
あ
る
事

務
事
業
評
価
制
度
を
続
け
て

い
く
お
考
え
が
あ
る
の
か
、

伺
い
ま
す
。

答　

無
駄
削
減
の
例
と
し
て
、

書
類
の
両
面
使
用
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
単
に
２

ペ
ー
ジ
の
内
容
を
１
ペ
ー
ジ

に
収
め
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
印
刷
枚
数
を
減
ら
す

こ
と
で
、
収
納
す
る
ス
ペ
ー

ス
が
２
倍
違
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
細
か
な
こ
と
を

無
駄
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
中
で

効
果
の
上
が
っ
て
い
な
い
事

業
や
、
既
に
役
目
が
終
わ
っ

て
い
る
事
業
を
見
極
め
、
無

駄
を
無
く
す
と
い
う
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の

事
務
事
業
評
価
制
度
は
、
今

後
も
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。

問　

石
岡
市
の
人
口
減
少
の

特
徴
と
し
て
は
、
20
代
か
ら

40
代
の
働
き
盛
り
の
年
代
の

転
出
が
そ
の
約
６
割
を
占
め

て
い
る
こ
と
で
す
。
人
口
が

減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税

収
減
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

活
気
が
失
わ
れ
た
寂
し
い
ま

ち
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
１
年
間
、
石
岡
市
の
人

口
減
少
に
は
一
向
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い

か
に
転
出
者
を
出
さ
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

市
長
は
所
信
表
明
の
中
で
、

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
言
い

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
す
る
お
考
え
か
伺
い
ま

す
。

答　

当
市
の
人
口
減
少
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
自
然
減

に
加
え
、
転
出
に
よ
る
社
会

減
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

若
い
人
や
働
く
世
代
が
集
ま

り
、
活
気
の
あ
る
ま
ち
の
実

現
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
長
自

ら
が
積
極
的
に
行
動
し
て
企

業
な
ど
の
誘
致
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
域
産
業
の
活
性

化
を
図
り
、
働
く
場
を
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
世
代
に
必
要

な
政
策
と
し
て
、
子
育
て
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
設

計
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
環

境
が
整
っ
た
も
の
か
ら
順
次

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

石
岡
市
は
、
人
口
減
少

や
産
業
の
停
滞
等
に
よ
り
、

苦
境
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
長
は
、
所
信
の
中
で
地
域

活
性
化
と
観
光
の
加
速
を
、

ま
た
「
ふ
る
さ
と
再
生
」
を

掲
げ
て
当
選
し
ま
し
た
が
、

当
市
の
進
む
べ
き
広
域
観
光

の
方
向
性
と
、
観
光
振
興
策

を
ど
う
お
考
え

か
。
観
光
振
興

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
で
は
、

交
流
型
観
光
、

お
も
て
な
し
観

光
が
必
要
施
策

の
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
市

内
に
点
在
す
る

観
光
拠
点
が
自

己
満
足
に
な
っ

て
い
な
い
か
、

も
う
一
度
原
点

に
返
り
見
つ
め

直
す
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か

伺
い
ま
す
。

答　

当
市
は
、
多
く
の
歴
史

的
遺
産
と
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
新

た
な
地
域
資
源
を
発
掘
し
、

観
光
振
興
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。

歴
史
的
遺
産
を
活
用
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
観
光
メ

ニ
ュ
ー
開
発
や
、
中
心
市
街

地
の
商
店
街
と
連
携
し
た
ま

ち
な
か
歴
史
ゾ
ー
ン
構
想
、

里
山
体
験
ツ
ア
ー
の
充
実
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開

発
な
ど
の
里
山
観
光
構
想
を

柱
と
し
た
施
策
展
開
を
図
り
、

地
元
へ
の
愛
着
心
と
誇
り
を

醸
成
し
な
が
ら
、
波
及
効
果

が
市
内
外
に
広
が
る
観
光
振

興
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
お
も
て
な
し

は
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す

た
め
に
も
、
そ
の
心
を
醸
成

し
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
具
体
的
な
観
光
行
政
の
あ

り
方
・
今
後
の
進
め
方

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
観
光
振
興
の
加
速
化

●
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
へ
の

助
成

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
庁
舎
建
設
●
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
市
政
運
営
す
る
こ

と
●
人
事
評
価
と
人
員
配
置

な
ど

石岡市の観光施設
　　　　　　原点に返って見直しを

行
財
政
改
革

事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
財
源
確
保

人
口
減
少
に
対
す
る
歯
止
め
対
策

い
か
に
転
出
者
を
減
ら
す
の
か

徳
とく

 増
ます

 千
ち

 尋
ひろ

谷
や

田
た

川
がわ

　泰
やすし

塚
つか

 谷
や

 重
しげ

 市
いち



い
っ
ぱ
ん
し
つ
も
ん
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問　

観
光
事
業
に
つ
な
げ
る

新
規
事
業
と
し
て
、
霞
ヶ
浦

湖
畔
で
花
火
大
会
の
開
催
を

提
案
し
ま
す
。
湖
上
を
発
射

基
地
と
し
て
、
花
火
大
会
を

開
催
し
て
い
る
の
は
、
滋
賀

県
の
琵
琶
湖
、
長
野
県
の
諏

訪
湖
な
ど
が
有
名
で
、
歴
史

も
あ
り
ま
す
。
霞
ヶ
浦
周
辺

で
は
、
行
方
市
の
商
工
会
青

年
部
が
中
心
と
な
り
、
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
大
々
的
に

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
例

が
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

そ
こ
で
、
石
岡
市
の
自
然
、

資
源
を
活
用
し
て
、
高
浜
地

区
を
中
心
と
し
た
霞
ヶ
浦
湖

畔
の
観
光
事
業
の
一
端
に
、

湖
上
花
火
大
会
を
開
催
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
地
域
経

済
活
性
化
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な

る
観
光
事
業
へ
の
取
組
を
伺

い
ま
す
。

答　

当
市
に
は
、
高
浜
入
り

江
や
恋
瀬
川
の
桜
づ
つ
み
な

ど
湖
畔
の
美
し
い
観
光
資
源

が
あ
り
、
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を

増
や
し
、
市
内
の
回
遊
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
霞
ヶ
浦

湖
畔
を
生
か
し
た
観
光
事
業

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

霞
ヶ
浦
湖
畔
で
は
、
他
市
で

も
花
火
大
会
を
実
施
し
て
、

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
で
い
え
ば
、
大

川
、
隅
田
川
の
花
火
が
、
大

変
民
衆
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
霞
ヶ
浦
湖
畔
の
花
火
大

会
は
、
土
浦
の
大
き
な
大
会

と
の
棲
み
分
け
が
必
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
メ
ニ

ュ
ー
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
社
会
の
中
、
高
齢
者
福
祉

の
窓
口
で
あ
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
は
不
可

欠
で
す
。
市
長
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
在

宅
介
護
へ
の
支
援
を
強
化
す

る
と
公
約
さ
れ
ま
し
た
が
、

具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
に
な
る
10
年
後
は
、

介
護
保
険
事
業
の
総
費
用
は

２
倍
以
上
に
膨
ら
む
と
国
が

試
算
し
て
お
り
、
い
か
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
か
が
重
要
な
問
題
で
す
。

そ
こ
で
、
行
政
や
介
護
事
業

者
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

方
々
に
も
担
い
手
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

小
学
校
区
単
位
で
社
会
福
祉

協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
牛
久

問　

平
成
20
年
の
国
の
調
査

に
よ
る
と
、
全
国
の
空
き
家

は
７
５
７
万
戸
、
空
き
家
率

は
13
・
１
％
と
過
去
最
高
の

割
合
と
な
っ
て
お
り
、
近
年

も
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
す
。

空
き
家
問
題
と
し
て
は
、
景

観
の
悪
化
、
防
災
や
防
犯
機

能
の
低
下
、
ご
み
の
不
法
投

棄
や
悪
臭
の
発
生
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
す
が
、

市
内
で
の
空
き

家
を
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

ま
た
、
当
市
に

は
３
９
６
０
件

の
空
き
家
が
あ

り
、
そ
の
う
ち

１
６
０
０
件
余

り
が
老
朽
化
し

て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
そ
こ

で
、
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
を

制
定
し
、
空
き

家
・
空
き
店
舗

対
策
の
専
用
窓
口
を
設
置
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答　

近
年
の
人
口
減
少
の
中
、

市
内
に
は
約
４
０
０
０
件
の

空
き
家
が
あ
り
、
大
変
深
刻

な
問
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
で
は
空
き
家
に
対

し
て
撤
去
を
強
制
で
き
る
要

件
や
、
空
き
家
を
自
主
的
に

撤
去
す
る
場
合
の
固
定
資
産

税
の
軽
減
措
置
の
導
入
な
ど

を
主
な
内
容
と
す
る
、
空
き

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
案
が
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

個
人
が
所
有
す
る
家
屋
や

土
地
に
市
が
直
接
手
を
加
え

る
こ
と
は
、
法
的
に
も
大
変

難
し
い
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

国
等
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

条
例
の
制
定
と
窓
口
の
設
置

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
新
市
長
の
市
政
運
営
方
針

●
教
育
行
政
●
福
祉
行
政　

な
ど

市
の
例
の
よ
う
に
、
地
域
福

祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
伺
い
ま
す
。

答　

県
の
推
計
で
は
、
当
市

の
高
齢
化
率
は
平
成
27
年
度

で
29
・
６
％
、
そ
の
10
年
後

の
37
年
度
で
35
・
１
％
と
、

約
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と

な
る
見
込
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
的
拡
充
は
必
要
で
あ

り
、
今
後
十
分
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
福

祉
の
充
実
に
向
け
、
現
在
各

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動

事
例
を
紹
介
し
地
域
福
祉
活

動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
そ

し
て
、
元
気
な
高
齢
者
の
皆

様
に
生
涯
現
役
で
ご
活
躍
い

た
だ
き
、
支
援
を
必
要
と
さ

れ
る
方
々
を
地
域
全
体
で
支

え
合
い
、
助
け
合
え
る
地
域

福
祉
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く

よ
う
、
対
応
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
市
民
会
館
自
主
事
業
●
福

祉
施
策
●
子
育
て
環
境
の
充

実
施
策

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
県
指
定
史
跡
「
瓦
塚
」
の

国
指
定
史
跡
化
と
公
園
化

経　

済　

施　

策

霞
ヶ
浦
湖
畔
で
花
火
大
会
の
開
催
を

空き家・空き店舗対策及び再生への取組
　　　　　条例の制定と窓口の設置を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
と
地
域
福
祉
の
充
実

今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
に

菱
ひし

 沼
ぬま

 和
かず

 幸
ゆき

村
むら

 上
かみ

 泰
やす

 道
みち

岡
おか

 野
の

 孝
たか

 男
お



い
っ
ぱ
ん
し
つ
も
ん

�

問　

石
岡
市
の
地
域
経
済
活

性
化
と
い
っ
て
も
、
特
産
物

や
ス
イ
ー
ツ
を
販
売
す
る
目

的
だ
け
で
は
、
限
界
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。い
わ
ゆ
る「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
」
を
作
成
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報

発
信
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
盛

り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
茨
城
県
内

で
も
28
体
が
活
躍
し
て
い
ま

す
が
、
色
々
な
施
設
を
訪
問

し
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
す
る
な

ど
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
市
民

を
元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
の
存
在
で
若
者
の

郷
土
愛
が
育
ち
、
そ
れ
が
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答　

全
国
１
２
０
０
以
上
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
な
か
で
、
知

名
度
が
高
く
、
経
済
効
果
が

高
い
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
特
徴
は
、

目
標
設
定
と
仮
説
設
定
が
明

確
で
あ
る
こ
と
、
協
働
の
意

識
を
持
っ
て
持
続
的
に
進
め

て
い
る
こ
と
、
本
筋
の
地
域

お
こ
し
が
あ
り
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
は
あ
く
ま
で
脇
役
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
漫
然
と
事
例
に
倣

う
の
で
は
な
く
、
目
標
を
定

め
た
地
域
再
生
、
観
光
振
興

計
画
の
構
築
、
市
民
と
一
体

と
な
り
、
一
過
性
の
事
業
と

な
ら
な
い
よ
う
な
取
組
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
製
作
は
若

者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
郷

土
愛
を
育
む
こ
と
に
力
を
発

揮
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
観

光
の
機
運
の
高
ま
り
や
、
市

民
の
声
が
強
く
な
っ
た
と
き

を
捉
え
て
、
考
え
て
い
き
ま

す
。

問　

市
長
は「
市
民
と
共
に

協
働
・
共
生
」「
人
を
招
く
石

岡　

地
域
資
源
活
用
」「
市

民
と
地
域
を
守
る
ま
ち　

20

年
先
の
石
岡
の
た
め
に
」「
市

民
を
応
援
す
る
ま
ち　

元

気
・
笑
顔
の
石
岡
」「
市
民
の

暮
ら
し
の
向
上　

地
域
経
済

の
活
性
」と
５
つ
の
公
約
を

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
公
共
施
設
再
配

置
計
画
の
策
定
に
は
、
文
化

セ
ン
タ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

将
来
の
石
岡
市
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
と
、
今
か
ら

合
併
の
準
備
を
し
、
早
目
に

広
域
合
併
協
議
会
等
を
設
置

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
い
ま

す
。

答　

必
要
な
政
策
を
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
、

制
度
設
計
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
環
境
が
整
っ
た
も
の
か

ら
順
次
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
公
約
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
施
設
再
配
置
計
画
は
、

ハ
ー
ド
面
の
現
状
だ
け
で
な

く
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
の
両
面

か
ら
調
査
し
、
外
部
の
専
門

家
や
市
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
計
画
は

現
存
す
る
施
設
が
対
象
で
あ

り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
時
代
を
ど
う
生

き
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の

自
治
体
に
問
わ
れ
る
課
題
で

す
。
広
域
合
併
は
、
近
隣
自

治
体
や
市
民
の
意
識
醸
成
、

国
の
道
州
制（
※
１
）等
の
動

向
な
ど
、
そ
の
機
運
が
生
ま

れ
た
場
合
に
は
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

問　

市
長
の
基
本
的
な
政
治

姿
勢
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
声
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
新
た
に
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
地

区
選
定
や
テ
ー
マ
等
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
市
長
の
公

約
に
、
預
か
り

保
育
の
無
料
化
、

ラ
ン
ド
セ
ル
の

支
給
、
学
校
給

食
の
無
料
化
な

ど
非
常
に
手
厚

い
施
策
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す

が
、
財
源
の
裏

付
け
や
実
施
時

期
を
伺
う
と
と

も
に
、
当
市
の

財
政
状
況
を
ど

の
よ
う
に
認
識

し
、
行
財
政
改

革
大
綱
を
ど
の

よ
う
な
も
の
に

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
よ
り
身
近
に
で
き
る
集

会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
ふ
る
さ
と
再

生
を
目
指
す
う
え
で
の
課
題

や
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

に
関
す
る
意
見
交
換
の
場
と

し
て
、
声
な
き
声
を
き
ち
ん

と
捉
え
て
い
く
姿
勢
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
現
在
、
制
度
設
計
の

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
実
現
可
能
な
事
業
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
26
年
度
予

算
に
組
み
込
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

当
市
の
財
政
状
況
は
、
健

全
で
す
が
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
行
政
能

力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
を
図

る
た
め
に
行
財
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、

健
全
な
財
政
計
画
を
立
て
、

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運

営
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
児
童
虐
待
防
止
推
進

●
が
ん
撲
滅
推
進

※１ 都道府県を再編して道州をつくり、国から道州へ、都道府県から市町村へ大胆な分権を進める構想

地
域
経
済
活
性
化
対
策

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
制
作
を

市政運営に対する所信と選挙公約
　　　　 公約の実現と市の財政状況

石
岡
市
ま
ち
づ
く
り
構
想

広
域
合
併
協
議
会
の
早
期
設
置
を

玉
たま

 造
づくり

 由
よし

 美
み

山
やま

 口
ぐち

 　 晟
あきら

池
いけ

 田
だ

 正
まさ

 文
ふみ



い
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ぱ
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ん
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問　

石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
質
問
を
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
の

回
答
で
は
、「
交
通
規
制
の

問
題
や
駐
車
場
の
確
保
の
関

係
で
、
募
集
定
員
の
上
限
を

見
直
す
よ
う
、
今
後
、
詳
細

な
検
討
を
し
た
い
。
ま
た
、

距
離
を
延
長
し
て
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
を
目
指
す
よ
う
な

考
え
が
あ
り
、研
究
し
た
い
」

と
の
積
極
的
な
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
、
全
国
ラ
ン

ニ
ン
グ
大
会
１
０
０
撰
を
目

指
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ

の
後
、
ど
の
よ
う
な
調
査
研

究
が
行
わ
れ
た
の
か
、
今
後

ど
の
よ
う
な
大
会
に
し
て
い

く
の
か
、
そ
の
方
向
性
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
や

同
伴
者
、
応
援
者
の
楽
し
み

方
を
ど
の
よ
う
に
提
供
し
て

い
く
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答　

新
コ
ー
ス
構
想
案
を
策

定
し
て
い
ま
す
が
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
を
行
う
の
に
、
実

現
可
能
な
計
画
を
作
成
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
出
発
会
場
を
変
更
す
る
こ

と
で
、
交
通
規
制
解
除
、
迂

回
路
確
保
な
ど
、
安
全
な
運

営
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
会

場
付
近
に
あ
る
施
設
の
優
待

の
ほ
か
、
ス
ー
プ
や
ド
リ
ン

ク
の
無
料
提
供
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
会

場
変
更
に
よ
り
ブ
ー
ス
の
増

設
が
可
能
な
の
で
、
農
産
品

等
の
提
供
な
ど
、
よ
り
一
層

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
移
行

に
は
、
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド

ル
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
活

性
化
も
含
め
た
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

市
長
選
挙
の
投
票
率
は
、

53
・
19
％
と
低
い
も
の
で
し

た
。
石
岡
市
で
の
各
種
選
挙

の
投
票
率
は
低
落
傾
向
に
あ

り
、
行
政
に
対
す
る
期
待
が

薄
ら
い
で
い
る
現
実
を
厳
し

く
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
投
票
に
行

き
た
く
て
も
遠
く
て
行
け
な

い
、
道
が
不
便
で
行
く
の
が

面
倒
と
い
っ
た

こ
と
な
ど
も
低

投
票
率
の
要
因

と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。
例
え

ば
、
八
郷
地
区

の
パ
セ
オ
パ
ル

ケ
が
含
ま
れ
る

投
票
所
は
、
山

崎
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
で
す
が
、

こ
こ
は
駐
車
場

や
道
路
が
狭
く
、

投
票
所
に
行
き

た
く
な
い
と
い

う
声
を
聞
き
ま

す
。
近
く
に
は

立
派
な
集
会
所
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の
で
、

そ
ち
ら
に
投
票
所
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
伺
い

ま
す
。

答　

当
市
で
は
、
合
併
前
の

両
市
町
の
投
票
区
を
引
き
継

ぎ
、
石
岡
地
区
25
、
八
郷
地

区
27
の
合
計
52
の
投
票
所
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
地
域
住
民
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
要
望
に
よ
り
投
票
所

の
場
所
を
変
更
す
る
場
合
は
、

選
挙
人
の
利
便
性
、
選
挙
執

行
管
理
の
両
面
を
踏
ま
え
、

現
地
確
認
等
を
し
て
、
選
挙

人
の
皆
様
が
混
乱
を
来
た
さ

な
い
よ
う
十
分
な
周
知
を
図

っ
た
う
え
で
変
更
を
し
て
き

ま
し
た
。
ご
質
問
の
パ
セ
オ

パ
ル
ケ
区
の
投
票
所
の
増
設
、

投
票
所
の
変
更
を
希
望
す
る

地
域
住
民
へ
の
対
応
で
す
が
、

投
票
所
ま
で
の
距
離
、
投
票

所
の
設
備
、
投
票
区
の
有
権

者
数
等
の
現
状
を
検
証
し
、

ま
た
、
地
元
や
近
隣
の
区
長

さ
ん
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
他
の
投
票
区
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
踏
ま
え
、
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
市
長
の
政
策
方
針
の
中
で

掲
げ
た
、
若
い
人
や
働
く
世

代
が
集
ま
り
、
活
気
の
あ
る

ま
ち
の
実
現
●
公
務
員
倫
理

の
確
保

問　

災
害
発
生
時
の
避
難
者

対
応
で
、
避
難
所
の
開
設
基

準
、
避
難
所
に
準
備
し
て
い

る
物
品
、
避
難
所
の
開
設
時

間
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
避

難
所
に
は
１
箇
所
に
何
人
の

職
員
が
派
遣
さ
れ
る
の
か
。

避
難
所
の
対
応
職
員
は
近
く

に
居
住
す
る
職
員
な
の
か
。

避
難
所
の
鍵
の
管
理
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
鍵
の
不
具
合
に
よ

る
避
難
所
開
設
遅
れ
の
対
策

と
し
て
、
地
震
の
揺
れ
に
応

じ
て
自
動
的
に
開
く
防
災
ボ

ッ
ク
ス
設
置
が
、
三
重
県
松

坂
市
や
東
京
都
稲
城
市
、
神

栖
市
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
以
前
か
ら
検
証
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

経
過
を
伺
い
ま
す
。

答　

当
市
で
は
、
石
岡
地
区

18
箇
所
、
八
郷
地
区
20
箇
所
、

計
38
箇
所
を
避
難
所
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
避
難
所
の
受

入
可
能
人
数
は
約
２
万
人
で
、

避
難
所
の
防
災
倉
庫
に
は
、

缶
入
パ
ン
な
ど
約
１
万
８
０

０
０
食
、
飲
料
水
１
・
５
リ

ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
５

６
０
０
本
な
ど
を
備
蓄
す
る

と
と
も
に
、
石
岡
地
区
に
耐

振
性
貯
水
槽
を
９
箇
所
、
八

郷
地
区
に
給
水
タ
ン
ク
18
個

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
避
難

所
の
開
設
は
、
地
震
の
場
合
、

震
度
５
弱
以
上
で
、
職
員
初

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

避
難
所
近
く
の
避
難
所
開
設

担
当
職
員
２
名
が
、
自
ら
保

管
し
て
い
る
鍵
で
地
震
発
生

後
30
分
以
内
に
避
難
所
を
開

設
し
、
運
営
班
と
合
流
し
て

避
難
者
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

　

な
お
、
防
災
ボ
ッ
ク
ス
は

設
置
後
の
施
設
管
理
等
の
課

題
も
あ
り
、
今
後
、
先
進
事

例
の
調
査
研
究
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会

全
国
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
１
０
０
撰
を
目
指
し
て

選挙における投票所の見直し
　　　　　 投票しやすい環境整備を

避
難
所
の
開
設
と
運
営

避
難
所
開
設
遅
れ
の
対
策
を

大
おお

 槻
つき

 勝
かつ

 男
お

勝
かつ

 村
むら

 孝
たか

 行
ゆき

関
せき

 口
ぐち

 忠
ただ

 男
お



い
っ
ぱ
ん
し
つ
も
ん

�

問　

国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね
は
、

地
域
の
生
活
利
便
施
設
と
の

認
識
が
定
着
し
、
存
続
す
べ

き
と
の
提
言
が
こ
れ
ま
で
に

各
所
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
の
耐
震
診
断

判
定
結
果
か
ら
、
耐
震
工
事

費
の
見
込
額
が
当
初
よ
り
大

幅
に
増
加
し
、
残
さ
れ
た
耐

用
年
数
を
考
慮
し
た
中
で
、

検
討
に
検
討
を
重
ね
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
い
ま
だ
検
討

の
結
論
が
出
て
い
な
い
こ
と

は
非
常
に
残
念
で
す
。
国
民

宿
舎
の
存
続
に
は
、
改
築
、

新
築
な
ど
の
高
度
な
政
治
判

断
が
必
要
で
す
が
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答　

耐
震
診
断
調
査
後
の
機

能
存
続
に
向
け
て
、
平
成
23

年
度
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
２
）
事

業
等
の
調
査
、
平
成
24
年
度

に
地
域
資
源
再
生
活
用
調
査

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
は
、
専
門
家
を
含
め
た

検
討
機
関
を
設
け
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

を
含
め
た
検
討
を
進
め
、
方

向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
国
民
宿
舎
つ

く
ば
ね
の
存
続
は
選
挙
公
約

で
す
の
で
、
存
続
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
な
か
で
、
ど

の
よ
う
な
手
法
が
あ
る
の
か

を
含
め
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問　

平
成
18
年
３
月
に
石
岡

市
男
女
共
同
参
画
条
例
を
制

定
し
、
平
成
20
年
３
月
に
石

岡
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
を
策
定
し
て
、
目
標
達
成

に
向
け
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
５
年
半
の
取
組
内

容
と
実
績
、
成
果
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。
計
画

策
定
後
の
女
性
職
員
の
管
理

職
登
用
状
況
と

今
後
の
登
用
率

上
昇
に
向
け
た

考
え
、
育
児
休

業
の
取
得
率
、

審
議
会
等
に
お

け
る
女
性
の
割

合
、
市
内
小
中

学
校
に
お
け
る

女
性
管
理
職
の

割
合
と
、
女
性

が
働
き
や
す
い

環
境
整
備
に
向

け
た
お
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答　

５
つ
の
基
本
目
標
の
達

成
状
況
を
評
価
す
る
た
め
に

設
定
し
た
成
果
指
標
７
つ
の

う
ち
、
６
つ
が
未
達
成
と
い

う
状
況
で
す
。

　

女
性
職
員
の
管
理
職
は
、

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、

管
理
職
数
１
３
１
名
中
13
名

で
、割
合
は
９
・
９
％
。
今
後
、

登
用
率
上
昇
に
向
け
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス（
※
３
）

の
推
進
と
性
別
に
関
係
な
く

能
力
が
発
揮
で
き
る
職
場
環

境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

育
児
休
業
の
取
得
率
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
の
対
象
者

１
３
７
人
に
対
し
、
取
得
率

は
28
・
５
％
。

　

審
議
会
等
で
の
女
性
登
用

状
況
は
、
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
で
、
委
員
総
数
３
４

４
人
中
57
人
で
、
割
合
は

16
・
６
％
。

　

市
内
小
中
学
校
の
女
性
管

理
職
は
、
53
名
中
４
名
で
、

割
合
は
７
・
５
％
で
あ
り
、

県
に
働
き
か
け
、
環
境
整
備

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
屋
台
村
事
業
●
柏
原
工
業

団
地
の
企
業
誘
致

※２ 公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間資本を活用して行う手法

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
朝
日
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
の

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
沿
線
の
整

備
●
林
産
物
の
代
表
格
で
あ

る
シ
イ
タ
ケ
生
産

※３ 人それぞれの希望に応じ、仕事と生活の調和がはかれること
※４ 権力を分割し、相互の抑制と均衡によって政治権力の専制を防ぐ仕組み

石岡市議会では、定例会ごとに会議の様子を掲
載した「いしおか市議会だより」を発行してい
るほか、ホームページでも情報を公開していま
す。石岡市議会で検索してください。

http://www8.ocn.ne.jp/~ishioka/ 石岡市議会

市議会
（議決機関）

暮らしやまちづくりを、市民の皆さんに代わり、
決定し実行していくのが、市議会（議決機関）と
市長（執行機関）です。市議会と市長はそれぞれ
が市民の代表で、対等の関係です。また、それぞ
れの権限・役割が明確に区別され、チェック＆バ
ランス（※４）により市政を進めています。この
ことから、市議会と市長は、「車の両輪」に例え
られ、お互いを尊重し合いながら、より良い市政
を目指し努力をしています。

市　長
（執行機関）

市　民

議決・調査・検査

条例・予算等の提案

チェック＆バランス

請
願
・
陳
情

選　
　
　
挙

行
政
サ
ー
ビ
ス

選　
　
　
挙

女性が輝く社会に向けた取組
　　　女性が働きやすい環境の整備を

国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね
の
改
築
事
業

新
市
長
の
判
断
は

高
たか

 野
の

 　 要
かなめ

岡
おか

 野
の

 佐
さ

 工
え

▲国民宿舎つくばね

知 り た い ！ 市 議 会。 市 議 会 と 市 長 の 関 係
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問　

石
岡
そ
だ
ち
は
平
成
８

年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
消
費
動
向
も
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
建
設
当
時
と

比
べ
目
的
と
役
割
が
ず
れ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
。
経
営

状
況
も
あ
ま
り
よ
く
な
く
、

管
理
運
営
を
委
託
し
て
ま
で

費
用
対
効
果
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
ひ
た
ち
野
農
業
協
同

組
合
は
、
大
地
の
め
ぐ
み
に

力
を
入
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
農
協
広
域
合
併
の
話

も
あ
る
中
、
大
地
の
め
ぐ
み

と
石
岡
そ
だ
ち
の
２
店
舗
を

こ
れ
か
ら
５
年
間
運
営
し
て

い
け
る
の
か
。
費
用
対
効
果

を
考
え
る
よ
う
、
行
政
か
ら

も
指
導
を
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答　

石
岡
そ
だ
ち
の
経
営
状

況
は
、
大
地
の
め
ぐ
み
が
平

成
24
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
関
係
も
あ
り
、
購
買
者
数
、

農
家
販
売
額
と
も
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
地
産
地
消
の
場

と
し
て
機
能
す
る
と
と
も
に
、

購
買
者
、
出
荷
者
双
方
に
利

便
性
の
あ
る
施
設
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
意
味
か
ら
も
費
用
対
効

果
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
た
ち
野
農
業
協
同
組
合
は

２
店
舗
の
運
営
に
当
た
り
、

国
道
６
号
を
境
と
し
て
東
西

に
二
分
し
、
地
産
地
消
の
場

を
維
持
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
農
協
の
広
域
合
併
に
向

け
た
協
議
が
進
め
ら
れ
、
そ

れ
ら
の
情
勢
、
動
向
を
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

①
各
議
案
の
そ
れ
ぞ
れ

の
計
算
式
は
、
ど
の
よ
う
に

試
算
し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

②
各
議
案
で
は
、
ど
れ
だ

け
の
市
民
負
担
増
と
な
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

③
総
合
計
で
、
ど
れ
だ
け

の
市
民
負
担
増
と
な
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答　

①
今
回
の
改
正
は
、
消

費
税
率
改
定
に
伴
う
使
用
料

等
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

現
在
の
使
用
料
等
の
金
額
を

１
・
05
で
割
り
、
１
・
08
を
掛

け
、
10
円
未
満
を
切
り
捨
て

る
統
一
し
た
算
式
で
算
出
し

て
い
ま
す
。

　

②
平
成
25
年
度
当
初
予
算

と
平
成
26
年
度
の
見
込
額
の

比
較
を
す
る
と
、
１
０
０
万

円
以
上
の
増
額
と
な
る
も
の

は
、
33
件
中
５
件
で
す
。
一

番
影
響
の
大
き
い
も
の
は
、

下
水
道
事
業
で
１
８
３
５
万

７
０
０
０
円
。
次
に
、
水
道

料
金
１
０
９
９
万
１
０
０
０

円
。
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
入
園

料
５
７
７
万
５
０
０
０
円
。

国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね
利
用
料

４
１
８
万
３
０
０
０
円
。
や

さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
利
用
料

１
９
６
万
２
０
０
０
円
。
使

用
人
数
や
利
用
人
数
の
多
い

も
の
の
影
響
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

　

③
影
響
額
の
総
合
計
は
、

４
２
５
５
万
４
０
０
０
円
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

関
口
忠
男

◉
議
案
第
159
号　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

石
岡
市
農
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー

石
岡
そ
だ
ち

小
松
豊
正

問　

市
役
所
の
窓
口
を
移
転

し
た
配
置
替
で
、
市
民
に
大

変
不
便
な
思
い
を
さ
せ
て
い

る
状
況
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

一
応
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
可

能
で
あ
り
、
改
め
て
仮
設
庁

舎
を
造
り
、
リ
ー
ス
で
お
金

を
払
う
と
い
う
の
は
納
得
が

で
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
新

庁
舎
が
で
き
る
ま
で
の
間
は
、

市
民
も
含
め
て
、
あ
る
程
度

我
慢
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
仮
設
庁
舎
建
物
借
上
料

の
５
億
８
９
８
０
万
円
と
い

う
の
は
大
変
高
額
な
お
金
で

す
。
建
物
の
仕
様
及
び
契
約

内
容
を
ご
説
明
願
い
ま
す
。

ま
た
、
も
う
少
し
縮
小
で
き

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

新
し
い
仮
設
庁
舎
の
建

設
は
、
本
庁
舎
が
中
破
の
判

定
を
受
け
、
来
庁
者
や
職
員

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

移
転
す
る
も
の
で
す
。
総
合

窓
口
機
能
や
管
理
機
能
な
ど

本
庁
舎
と
し
て
、
１
箇
所
に

あ
る
べ
き
部
署
を
集
約
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事

務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

市
役
所
駐
車
場
に
建
設
予
定

で
、
財
源
と
し
て
震
災
復
興

特
別
交
付
税
が
適
用
と
な
り

ま
す
。
建
物
は
、
軽
量
鉄
骨

造
、
ブ
レ
ー
ス
構
造
、
プ
レ

ハ
ブ
、
陸
屋
根
、
３
階
建
て

の
１
棟
で
、
延
床
面
積
は
約

２
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で

す
。
ま
た
、
１
段
低
い
場
所

に
建
設
す
る
た
め
、
現
在
の

仮
設
庁
舎
と
新
し
い
仮
設
庁

舎
の
２
階
部
分
と
の
間
に
連

絡
橋
を
設
け
ま
す
。
新
庁
舎

の
速
や
か
な
完
成
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

建
設
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
、

仮
設
庁
舎
の
賃
貸
借
期
間
を

調
整
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
短
縮
で
き
た
期
間

分
の
金
利
が
軽
減
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

関　
　

昭

◉
議
案
第
103
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

債
務
負
担
行
為
補
正

「
仮
設
庁
舎
建
物
借
上
料
」

◉
消
費
税
率
改
正
に
伴
う
使
用
料
等
の
改
正
議
案　

計
33
件

来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税

に
関
連
し
た
条
例
の
改
正

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
●
延
滞
金
規
定

の
見
直
し
に
関
連
し
た
条
例

の
改
正
●
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

ぎ
あ
ん
し
つ
ぎ

▲石岡そだち
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●
総
務
委
員
会
●

新
聞
軽
減
税
率
適
用
を
求
め

る
陳
情
を
審
査

　

12
月
16
日
に
開
催
し
た
当

委
員
会
で
は
、
議
案
４
件
の

ほ
か
、
付
託
さ
れ
た「
新
聞

購
読
料
へ
の
消
費
税
軽
減
税

率
適
用
に
関
す
る
陳
情
」の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

陳
情
の
趣
旨
は
、
新
聞
の

社
会
的
な
役
割
と
消
費
税
増

税
に
よ
る
新
聞
離
れ
の
加
速

へ
の
懸
念
か
ら
、
消
費
税
の

引
上
げ
に
当
た
り
複
数
税
率

を
導
入
す
る
こ
と
、
新
聞
購

読
料
へ
の
軽
減
税
率
の
適
用

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

当
議
会
に
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
か
ら
は
、
陳
情
の
趣
旨

を
鑑
み「
願
意
は
妥
当
で
あ

る
」と
の
意
見
が
あ
る
一
方
、

「
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
こ

と
で
、
消
費
税
引
上
げ
の
目

的
で
あ
る
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
を
後
退
さ
せ
、
社

会
保
障
自
体
を
手
薄
に
す
る

危
惧
が
あ
る
」、「
適
用
す
る

商
品
の
線
引
き
が
難
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

●
教
育
福
祉
委
員
会
●

議
案
の
審
査

　

12
月
13
日
の
当
委
員
会
で

は
、
一
般
・
特
別
会
計
補
正

予
算
、
消
費
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
う
市
施
設
の
使
用

料
及
び
利
用
料
金
を
改
正
す

る
議
案
、
指
定
管
理
者（
※

５
）を
指
定
す
る
議
案
な
ど

21
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

使
用
料
及
び
利
用
料
金
を

改
正
す
る
議
案
は
、
保
健
福

祉
部
・
教
育
委
員
会
事
務
局

の
所
管
す
る
市
施
設
で
、
４

月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
現

行
５
％
を
８
％
に
改
正
さ
れ

る
こ
と
に
伴
う
12
議
案
の
審

査
を
行
い
、
原
案
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
議
案
で
は
、
い
ず
れ

も
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

な
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら

「
選
定
の
透
明
性
を
高
め
説

明
責
任
を
必
ず
果
た
す
こ

と
」「
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維

持
向
上
」「
コ
ス
ト
削
減
の

も
た
ら
す
負
の
影
響
」「
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、評
価
の
充
実
」

「
施
設
運
営
に
携
わ
る
人
の

育
成
」を
精
査
し
な
が
ら
進

め
て
欲
し
い
と
の
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

●
環
境
経
済
委
員
会
●

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

議
案
の
審
査

　

12
月
13
日
の
当
委
員
会
で

は
、
南
台
・
鹿
の
子
・
杉
並
の

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
住
民
の
相
互
交
流

と
教
養
文
化
の
向
上
を
図
り
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
地
元
住
民

で
組
織
さ
れ
る
運
営
委
員
会

を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間

を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
で
は「
指
定
管
理
料

の
積
算
根
拠
」「
管
理
体
制
」

「
施
設
の
貸
出
基
準
」「
類
似

公
民
館
と
の
違
い
」さ
ら
に

「
な
ぜ
当
施
設
に
限
っ
て
、

維
持
管
理
ま
で
市
が
負
担
す

る
の
か
」「
今
後
、
ど
う
あ

る
べ
き
か
」「
不
公
平
が
な

い
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
」な
ど
の
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら「
人
件
費
や
維

持
管
理
費
の
問
題
等
、
今
後
、

調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
の
答
弁
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

※５ 地方公共団体が公の施設の管理を行わせるため、期間を定めて指定する団体

●
都
市
建
設
委
員
会
●

25
年
度
の
事
業
進
捗
状
況

　

12
月
16
日
の
当
委
員
会
で

は
、
委
員
会
開
会
直
後
に
現

地
視
察
を
行
っ
た
市
道
認
定

の
議
案
や
、
消
費
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
施
設
使
用
料

金
の
改
正
を
行
う
議
案
な
ど
、

付
託
さ
れ
た
議
案
12
件
の
審

査
を
行
い
、
す
べ
て
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
執
行
部
か
ら

の
平
成
25
年
度
の
事
業
進
捗

状
況
の
説
明
を
受
け
、
委
員

か
ら「
農
業
集
落
排
水
の
各

地
区
の
接
続
率
が
低
い
の
で
、

さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
欲
し

い
」「
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
の
駅
舎

工
事
は
、
資
材
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
工
事
の
遅
れ
が
危
惧

さ
れ
る
が
間
に
合
う
の
か
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
活
動

●
石
岡
市
議
会
に
は
、
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

担
当
す
る
部
門
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
市
の
業
務
内
容
の
調
査
や
、
議
案
と
請
願
・

陳
情
の
審
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、各
委
員
会
の
活
動
内
容
を
ご
報
告
し
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

▲柏原野球公園など市施設の使用料を改正

▲鹿の子コミュニティセンターなど指定管理者を指定

▲高浜地内での現地視察



　石岡市議会では、本会議と常任委員会を一般に公開しており、議会の傍
聴ができます。傍聴をご希望の方は、石岡市議会ホームページ、又は議会
広報紙等に掲載される会議案内にて日程をご確認のうえ、本会議は八郷総
合支所４階議場の「傍聴席入口」まで、常任委員会は八郷総合支所４階の
「議会事務局」までおいでください。なお、傍聴は先着順となります。

≫≫≫≫議会を傍聴してみませんか≪≪≪≪

　石岡市議会のホームページから、
本会議や常任委員会等の会議録を
読むことができます。
　本会議の会議録は、合併した平成
17年10月以降、また、平成３年から
平成17年までの旧石岡市議会の会
議録を掲載しています。石岡市議会
ホームページの「会議録検索」から、
発言者などの単語検索がご利用い
ただけます。

http://www8.ocn.ne.jp/~ishioka/石岡市議会

インターネットで会議録検索
　市議会だよりに関するご意見･ご感想や市議
会へのご意見・ご要望をお受けしていますので、
石岡市議会事務局までお寄せください。

ご 意 見 ご 感 想

あて先・お問い合わせ

石岡市議会事務局
〒315–0195　茨城県石岡市柿岡5680—1

Tel.0299−43−1111
E-mail : ishiokashigikai@muse.ocn.ne.jp

月　日 曜 主 な 内 容 場　所 放映
２月25日 火 議案の提案理由説明など 本会議場 有
３月３日 月 一般質問 〃 〃

４日 火 一般質問 〃 〃
５日 水 一般質問 〃 〃
６日 木 議案質疑 〃 〃
７日 金 予算特別委員会 〃 〃
10日 月 予算特別委員会 〃 〃
11日 火 予算特別委員会 〃 〃
12日 水 予算特別委員会 〃 〃
13日 木 予算特別委員会 〃 〃
14日 金 常任委員会 委員会室 無
17日 月 常任委員会 〃 〃
18日 火 議会運営委員会 全員協議会室 〃
20日 木 議案の採決など 本会議場 有

 平成26年

第１回定例会のお知らせ
　平成26年第１回定例会は、この日程で開催
する予定です。なお、放映
の欄に「有」と記載されて
いる会議は、本庁舎の１階
ロビー、八郷総合支所の１
階ロビー、まちかど情報セ
ンターで中継をご覧いただ
けます。

　件　　名 付託委員会 審議結果
県立高校の存続と高校の30人以下学級実現を求める意見書提出に関する請願
【請願の要旨】
　県教育委員会では、高校の統廃合が必要としていますが、生徒数減少を理由に学校を統廃合して
しまえば、地域のまちづくりにも大きな影響を及ぼします。一人ひとりの子どもたちが大切にされ
る教育を実現し、子どもたちが夢を持てる茨城県になることが保護者の願いです。
【委員長報告の要旨】
　「妥当と思う反面、人数が減少しているなどの社会状況下での統廃合はやむを得ない」「生徒間同
士で競争するために、１学級には相当数の生徒がいなければならない」などの意見がありました。
【委員会での審査結果】　
　不　採　択

教 育 福 祉
委 員 会 不 採 択

新聞購読料への消費税軽減税率適用に関する陳情
【陳情の要旨】
　近年、活字離れが進み、書籍や新聞の購読率は低下傾向にあり、今回の増税で新聞離れが加速さ
れることを懸念します。また、販売店の経営の悪化、従業員の雇用不安を招くことを危惧します。
【委員長報告の要旨】
　「新聞は生活を潤わせるものではあるが、生活必需品であるとは判断できない」などの意見、願意
妥当であるとの意見、陳情の前提である消費税増税の疑義を呈する意見がありました。
【委員会での審査結果】　
　不　採　択

総 務
委 員 会 不 採 択

中学３年生までの医療費助成制度の実現を求める陳情
【陳情の要旨】
　成長期の子どもたちは怪我や病気になることがあります。昨今の経済状況から、子どもたちの医
療費の負担が大変です。石岡市でも中学３年生まで、現在入院費のみの助成制度を通院費も含め、
所得制限無しで助成制度の実現を陳情します。
【委員長報告の要旨】
　「願意妥当であるが、本事業は恒久的に続けていくことになる事業なので、優先順位を間違えず、
慎重な予算編成をお願いするとともに、早く実現をしてもらいたい」との意見がありました。
【委員会での審査結果】　
　採　択

環 境 経 済
委 員 会 採 択

請願&陳情 平成25年 第４回定例会で議題とした請願・陳情

※審議結果の欄は、付託委員会での審査結果報告を受けて本会議で表決をし、議会としての意思決定をした結果です。

再生紙を使用しています。　　　  環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

写真：傍聴席


